
ガザ虐殺に加担するな!

伊藤忠とＮＡＳは

１２／１(金) 抗議行動

●１４時 伊藤忠アビエーション

イスラエル軍事企業＝｢エルビット･システムズ｣と締結

した<武器の生産･販売覚書>を２社は直ちに撤回せよ！

●１６時 日本エヤークラフトサプライ(ＮＡＳ)

Stop Genocide
in GAZA

｢伊藤忠アビエーション｣社前（港区赤坂2-9-11、｢溜池山王｣駅すぐ）

｢日本エヤークラフトサプライ｣社前（新宿区愛住町3-3、｢四谷三丁目｣駅すぐ）

３月に千葉で開催された武器見本市において

両社は、イスラエルの悪名高い｢死の商人｣＝国

際的軍事企業｢エルビット･システムズ｣と、<武

器部品の生産･販売に関する協力覚書>を締結し

ました。いま行われているガザの人々へのジェ

ノサイド(大虐殺)に、日本の企業が加担してい

るのです。絶対に許せない！ １２月１日、両社

に怒りをたたきつけ、覚書を撤回させよう！イスラエル大使館への抗議行動(10/20)



私たちは、イスラエルによるガザ大虐殺を満腔の

怒りをこめて弾劾します。また、パレスチナ労働組

合のよびかけに応えて岸田政権のイスラエルに対す

る支援、武器供与、資金援助を止めるために闘いに

たちあがります。

米・バイデン政権や日本の岸田政権は、出口のな

い危機のはけ口を戦争に求めて、イスラエルやウク

ライナの現政権と一体となってこの虐殺に加担して

います。日本は官民一体となってイスラエルを支え

ています。上川外務大臣はイスラエル支持を表明し、

今年３月には、伊藤忠アビエーション、日本エヤー

クラフトサプライという二つの日本企業が、イスラ

エルの｢死の商人｣エルビット･システムズと契約を

交わし、殺人兵器を日本で生産することに合意して

います。

また、東アジアでも米日政府によって｢台湾有事｣

を口実とした対中国戦争の危機が高まっています。

イスラエル建国―パレスチナの人々への暴力的追

放以来の全歴史を見れば、虐殺と戦争の危機を生み

出している元凶は帝国主義にあることは明らかです。

私たちは、パレスチナ人民の決死の闘いを心より

支持するとともに岸田政権を打倒するために全力で

闘いぬきます。

１１･１９労働者集会でパレスチナ連帯決議採択

動労千葉･関西生コン支部･港合同の３労組と改憲･

戦争阻止！大行進などが呼びかけた１１･１９全国

労働集会に日比谷野音を埋める２８００人が結集。

｢ガザ大虐殺やめろ｣｢労働者の闘いこそ戦争を止め

社会を変える力だ｣｢国際連帯で世界戦争とめよう｣

と訴え、集会と銀座デモを闘いぬいた。

３月に幕張メッセで開催された｢武器見本市｣で
日本企業２社がイスラエル軍事企業と契約覚書を締結し祝杯
＜３／２７毎日新聞配信記事より引用＞

｢Cheers(乾杯)！｣。会場の一角で、拍手の音に包ま

れながらシャンパングラスを掲げる一団に出くわした。

イスラエルの国際的軍事企業｢エルビット･システムズ｣

だ。日本企業２社と商談が成立し、祝杯を上げていた。

３月１５日、千葉市の幕張メッセ。防衛装備品の見

本市｢ＤＳＥＩジャパン２０２３｣の初日とあって、来

場者でにぎわっ

ていた。その

多くは日本人。

制服に身を包

んだ自衛官の

姿も目立つ。

碁盤の目の

ように区切ら

れた各ブース

には、世界各

国の企業が製造・試作した防衛装備品の見本が並ぶ。

無人航空機（ドローン）やミサイルの模型、最新のソ

フトウエア技術、四足で動く自律歩行ロボット……。

･･････

乾杯が行われたエルビット社のブースには、遠隔操

作で無人のまま砲撃できる｢リモート･ウエポン･ステー

ション｣などが展示されていた。

エルビット社によると、同社製品について、｢日本

エヤークラフトサプライ｣が生産や保守管理を担い、

｢伊藤忠アビエーション｣が販売促進を行うことで合意

し、その覚書の締結式で乾杯したという。

･･････

熱気に包まれていた｢ＤＳＥＩジャパン２０２３｣。

元々は、英国で２年ごとに開かれてきた世界最大級の

防衛装備品の見本市だ。日本では２０１９年以来２回

目となる。今回は、米国やドイツ、イスラエルなど

６５カ国から２５０社以上が３日間の日程で参加した。契約を発表するエルビット･システムズ


